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令和３年度の市政運営について

市政運営において新型コロナウイルス感染症による大きな影響が想定されるが、重点施策

については着実に推進

■まちづくりの３本柱の推進

１．強靱なまちづくり

・ 「国土強靱化地域計画」に基づく、事前防災・減災に資する取組を推進

・中消防署富田分署の建て替え、多機能型消防団等訓練施設の整備に着手

・危機管理部門を市長直轄とし、安全・安心に関する施策を強力に推進

２．富田地区のまちづくり

・まちづくりの基本構想を策定し、「多世代が共に育む まちづくり」に向けた取組を推進

・施設一体型小中一貫校（義務教育学校）の検討

３．高槻の歴史を継承するまちづくり

・芸術文化劇場や高槻城公園と調和のとれた歴史を感じられる街並みの整備を推進

・芥川山城跡の令和４年度の国史跡指定を目指した取組を推進

■市民福祉の向上につながる各種施策を推進

令和２年度の対応

●高齢者の命を徹底的に守るため、「新型コロナ防衛アクション」の実践を周知・啓発

●市民・事業者に寄り添う多くの支援施策を展開

令和３年度においても、引き続き市民・事業者への支援を行い、市内経済の回復に取り組む

・プレミアム付商品券（第２弾）の発行

・水道料金（基本料金）の減額の実施 など

ワクチン接種については、国・大阪府と連携を図り、計画的かつ着実に実施

重点施策

新型コロナウイルス感染症への対応

第６次総合計画のまちづくりの合言葉である

「輝く未来を創造する 関西の中央都市 高槻」に向け、市政運営に邁進
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１ 都市機能が充実し、快適に暮らせるまちに
向けた取組

＜令和３年度の主な施策＞

■ 高槻インターチェンジ周辺において、宅地造成や道路・公園整備等を行う

成合南土地区画整理組合を支援

■ 檜尾川以東における新駅設置と新たな市街地形成を検討

■ 「多世代が共に育む まちづくり」をコンセプトに、富田地区のまちづくり

基本構想を策定

■ （新）地域公共交通の在り方を示す計画の策定に向けた取組に着手

■ JR高槻駅南において、権利者等が行う再整備に向けた取組を支援

■ 木造住宅や分譲マンションの耐震化を促進

■ 公共施設のブロック塀を計画的に撤去、民間所有ブロック塀の撤去を支援

■ 富寿栄住宅建て替え事業を推進（ＰＦＩ事業者による設計等）

■ 新名神高速道路高槻以東区間の全線開通を目指すNEXCO西日本を支援、

関連道路の萩之庄梶原線第２期区間の整備を推進

■ JR高槻駅北駅前広場の整備を推進
（バスロータリーの改良、エスカレーターの設置等）

■ 大手八幡線等の無電柱化を推進
（芸術文化劇場へのアクセス道路）

■ 「市営バス経営戦略」に基づく取組を推進

■ 「水道事業基本計画」に基づく取組を推進

■ 水道料金の基本料金を減額

■ 下水道施設の老朽化対策・地震対策を推進

ＪＲ高槻駅北駅前広場の整備（イメージ）

利便性の高い都市空間が形成されるとともに、良好な住環境が保たれ、市民が快
適に暮らせるまちを目指します。



■ 「国土強靱化地域計画」に基づく施策を推進

■ （新）危機管理部門を市長直轄とし、安全・安心に関する施策を推進

■ 「総合雨水対策アクションプラン」に基づき施設整備を推進
（ＪＲ高槻駅北駅前広場「雨水貯留施設」工事着手 、芝生小学校「雨水流出抑制施設」整備）

■ 水害・土砂災害ハザードマップの改訂版を全戸に配布

■ コミュニティタイムライン策定に向けた

地域の取組を支援

■ 市民避難訓練及び地域防災総合訓練を実施

■ 地区防災会及び自主防災会の活動等を支援

■ 地域住民による避難所運営を支援
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２ 安全で安心して暮らせるまちに向けた取組

市民・事業者と行政が協働して、災害に強いまちづくりを進めるとともに、非常時の
サポート体制も整い、子どもから高齢者まであらゆる世代の市民が安全に安心して
暮らすことができるまちを目指します。

地域防災総合訓練の様子

特殊詐欺等被害の未然防止の取組

■ （新）中消防署富田分署の建て替え、多機能型消防団等訓練施設の整備

に向けた設計を実施

■ 児童の登下校時の安全・安心を確保するための施策を実施

■ 警察・防犯協議会などの関係機関と共同して防犯対策を推進

■ （拡）通学路防犯カメラの更新及び街頭防犯カメラの増設（４００台）、

自治会等防犯カメラの設置補助を拡充

■ 青色防犯パトロール車へのドライブレコーダー

設置補助を実施

■ 特殊詐欺等被害の未然防止の取組を推進
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３ 子育て・教育の環境が整ったまちに向けた取組

子育て支援や教育環境の更なる充実が図られ、子どもを産み育てやすい環境や子
どもたちが健やかにのびのびと育つ環境が整ったまちを目指します。また、あらゆる
世代の市民が互いに学び合えるまちを目指します。

■ 民営化した認定こども園２施設の園舎建て替えを支援

■ （新）市内で従事する保育士等の奨学金返済を支援する制度を創設

■ （新）送迎保育ステーション事業を実施

■ 子ども医療費助成を１８歳まで実施

■ 民間学童保育室の設置促進

■ 学童保育事業の今後の在り方に関する方針の策定に着手

■ （拡）不妊に悩む方への特定治療支援事業の助成額や回数等を拡充

■ （新）中学校での３５人学級編制の開始に向けた取組を推進

■ （新）本市初となる「義務教育学校」として、施設一体型小中一貫校を検討

■ （拡）第三中学校区でセーフティプロモーションスクール（ＳＰＳ）認証取得を

推進

■ （拡）小中学校における空調設備の設置・更新を推進
（特別教室への設置、既存機器の更新）

■ 英語教育を充実（ＡＬＴの全中学校区への配置等）

■ ＧＩＧＡスクール構想の下、タブレット端末を効果的に

活用した教育を推進

■ （新）コミュニティ・スクールの導入に向けた取組を

推進

■ （新）学校教育支援を行う地域人材等を「学校教育

活動サポーター」として配置

■ 教育相談専用ダイヤルの設置により、相談支援

機能を充実

タブレット端末を活用した授業風景
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４ 健やかに暮らし、ともに支えあうまちに
向けた取組

市民が自ら健康づくりに取り組み、十分な医療体制が整っていることで、誰もが生
きがいを持って健やかに暮らせるまちを目指します。また、地域で支え合い、高齢者
や障がいのある人などが住み慣れた地域でいきいきと暮らすことができるまちを目
指します。

■ 新型コロナウイルス感染症への対応

ワクチン接種・感染予防対策を実施、地域医療体制の構築を推進

■ 大阪府三島救命救急センターの大阪医科大学附属病院への移転に

向けた取組を推進（令和４年度移転予定）

■ 高槻島本夜間休日応急診療所の弁天駐車場敷地への移転に向けた

取組を推進（令和５年度移転予定）

■ がんの無料検診や効果的な個別受診勧奨を実施、

（拡）子宮頸がん検診において、液状化検体細胞診法（ＬＢＣ法）を導入

■ 国民健康保険の府内統一基準への移行に対応
（特に低所得者の保険料負担の増加に配慮）

■ 「第４次地域福祉計画・地域福祉活動計画」に

基づく事業を推進

■ （新）地域福祉活動の総合拠点となる「地域福祉

会館」の再整備に着手

■ 生活困窮者への包括的な支援を実施

■ 「新型コロナ防衛アクション」の積極的な周知・啓発

■ 「高齢者福祉計画・介護保険事業計画」に基づく施策を実施

■ （新）介護予防活動を推進するため、老人福祉センターを改修

■ （新）市営バス高齢者割引乗車制度を開始

■ 「第２次障がい者基本計画」「第６期障がい福祉計画」に基づく施策を推進

「新型コロナ防衛アクション」
の積極的な周知・啓発
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５ 魅力にあふれ、にぎわいと活力のあるまちに
向けた取組

■ 観光協会や商工会議所と連携し、 「オープンたかつ

き」を実施

■ 広域的な観光プロモーション「ＢＯＴＴＯたかつき」を

推進

■ 「文化財保存活用地域計画」を策定

■ 芥川山城跡の国史跡指定に向けた取組を推進

■ 戦略的かつ効果的な定住促進プロモーションを実施

本市の豊かな自然や歴史・文化などの魅力が広く知られ、国内外から多くの人々
が訪れるとともに、産業が活発で、にぎわいのあるまちを目指します。

■ 全面開園する安満遺跡公園で、

様々なイベント・プログラム等を

展開

■ 芸術文化劇場と調和を図りながら、

高槻城公園の整備を推進

■ 芥川緑地プール跡地の公園整備を

推進（建築物やプール構造物等の解体）

■ 次期「農林業振興ビジョン」を策定

■ 森林の災害復旧事業を推進

■ 市独自のプレミアム付商品券（第２弾）を発行

■ 新型コロナウイルスの影響を受ける事業者への融資相談体制を強化

■ （拡）商業団体に対する支援を拡充（新型コロナウイルス感染防止対策を支援）

■ 市外企業の誘致と市内企業の定着を促進

■ 商工会議所との連携強化により市内商工業を振興

安満遺跡公園 （３月２７日全面開園）
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７ 地域に元気があって市民生活が充実したまちに
向けた取組

一人ひとりの人権が尊重され、地域に愛着をもつ多くの市民がコミュニティ活動や
ボランティア・ＮＰＯ活動などに参加する風土の醸成された、活気あるまちを目指しま
す。また、あらゆる世代の市民が文化芸術やスポーツに親しみ、充実した暮らしを送
ることができるまちを目指します。

■ コミュニティ市民会議や各地区コミュニティの

まちづくり活動や防災活動を支援

■ マイナンバーカードの普及を促進

■ 「第２期文化振興ビジョン」に基づく施策を推進

■ 芸術文化劇場の整備を推進
（建設工事、プレイベントの実施等）

■ 将棋文化を振興
（タイトル戦開催、子ども将棋教室の運営支援等）

■ 「第２期スポーツ推進計画」に基づく

施策を推進

■ 総合スポーツセンター総合体育館２階

の小体育室に冷房機器を設置

芸術文化劇場の整備（イメージ）

タイトル戦開催の様子

６ 良好な環境が形成されるまちに向けた取組

■ 「第２期たかつき地球温暖化対策アクションプラン」に基づく取組を推進

■ 「たかつき市民環境大学」を開講、「エコ＆クリーンフェスタ」などを開催

■ エネルギーセンターにおける取組を推進
（第一工場の解体と跡地でのリサイクル施設整備、第三工場の高効率なごみ焼却発電）

市民・事業者と行政が協働して、みどり豊かでうるおいのある自然環境や良好な都
市環境が形成されるとともに、地球温暖化防止に積極的に取り組むまちを目指します。
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８ 効果的・効率的な行財政運営が行われている
まちに向けた取組

将来世代に過度な負担を残さないよう、効果的・効率的な行財政運営により健全財
政が維持されたまちを目指します。

■ 「第６次総合計画」に基づき８つの将来都市像実現に向けた施策を推進

■ （新）市税及び国民健康保険料のキャッシュレス決済を導入

■ （拡）市ホームページをリニューアルし、発信力を強化

新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、極めて厳しい財政運営が想定されるが、

財政の健全性を維持するため、引き続き未来志向の改革に取り組む

●「『みらいのための経営革新』に向けた改革方針」に基づく取組を推進

・歳入改革：新たな財源の創出

・歳出改革：民間事業者のノウハウをいかした施策・事業手法の見直し

・公営企業・外郭団体改革：外郭団体の事業統合

●組織体制を見直し

・危機管理部門を市長直轄とし、安全・安心に関する課題に、より迅速・的確に

対応できる推進体制を構築

・人事担当組織を改編し、働き方改革の更なる推進と人材育成を始めとする

人事制度の見直しを実施

市政の推進に当たって


